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SuInmaI－y   

ExperlmentWereCOnductedonhouseflleS，MusucadomestzcaL‥Ofapyrethurclde－reSIStan‖〕anishlS 一＼  

train tolearn the mecanisum of development〔汗resistance wlth houseflies agalnSt Pyrethurclds．   

SelectlOnOftheDanish49－SStralnWithresmethrlnWaSPrOduced asuddendevelopmentofresIStanCe  

after the3rld to5th selection．   

However，nO marked development of resistance wlth resmethrln WaS Observed with eithertheMiy－  

akonojlyO Or Nichlnan strain，Pyrethuroldlow－SuSCeptbleJaPaneSe StralnS．   

Cross－breedingexperlmentSbetweenthe49－SStralrland the Takatsukistrain tostudy thegenetlCS Of  

resIStanCe tO reSmethrin andits genotype have been foundlnCOmPleted recessIVe type・  

Ⅰ実験材料および方法   

1） 供試昆中   

実験に用いたイエバエ〃〟∫Cαdo研g∫JzcαむZ望㌍は当  

研究董で累代飼育中の次の8系統である。   

ビレスロイド抵抗性系統：1979年にデンマークより持  

ち帰った49s系．405b系と本邦宮崎県下で採集した都  

城系と日南系（、   

有機りん刺状抗性系：広川系，八千代系（1981年に採  

集した最も強い系統）。   

感受性系統：本邦における最も標準的な高槻系，台湾  

産の新竹系およびエジプト産のカイロ系。   

2） 供試薬剤   

実験に使用した殺虫剤は次の4種類で，いずれも工業  

上郡副本である。   

allethrln……（dl）一3rallyト2－methyl40ⅩOCyClope－  

ntoL2－enyl（dl）－CIS，tranS－Chrysant－  

helTlate   

phthalthrlnL‥（1，3，4，5，6，7．hexahydroTl，3－dlOXO－2－  

iso－indolyl）methyldl－CIS／trans－  

Chrysanthemate   

resumethrin・・・（5－benzyl－3－furyl）methyldトcis／  

trans－Chrysanthemate  

緒言  

最近における，本邦産イエバエの殺虫剤感受性につい  

ては，林（1979）1）が整理し，一般的に低毒性有機りん  

割に対して抵抗性を持つことを明らかにした。   

このようなイエバエに対し，代替殺虫剤としてビレス  

ロイド系殺虫剤の繁用傾向がみられ，最近，一部の地域  

ではビレスロイド割に対する感受性の低下現象がみられ  

た。   

既に，デンマークでは畜舎で採集されたイエバエに強  

いビレスロイド抵抗性がみられ，大きな問題になってい  

る。2）   

本邦産イエバエはビレスロイド割に対し，抵抗性が発  

達しにくいとされているが，部分的に問題か起っている  

ので，抵抗性の発達傾向を知る目的で一連の実験を行い  

若干の知見を得たので報告する。  
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permethrin・・・3－phenoxybenzyldl－dis／transr3－（2，遺伝的解析0  

この実験は実験1で用いた∴Resmethrinで10回淘汰し  

た49s系（DPID）を用い、高槻系と交配してHesmeth－  

rln抵抗性因子の遺伝様式を解析した。交配様式は表1  

に示す組合せで，羽化直後の末交尾の個休を雌雄200頭  

づつ選んで交配し，採卵飼育の後，雌成虫を用いて局所  

施用法により，Resmethrinに対する各交配世代の薬量一  

致死率曲線を求め抵抗性国子の遺伝的解析を行った。   

実験3．薬剤感受性の異なる系統問の発育所要日数の比較。   

実験は殺虫剤感受性の異なる9系統を用いた。いずれも，  

産卵後0「5日以内の将化幼虫をマウス飼育用回型飼料30  

gに水307丁ばを加えた培基（直径10cmx深さ4cmのプラス  

チック容器）に接種し，12時「棚即月で250cの恒温室で飼  

育した。実験は1ポットに30頭，1［司に5連区制で3回  

反復実施した。   

Ⅲ 実験結果および考察  

実験1のResmethrin淘汰による感受性の変化に関す  

る結果は表2に整理したことくである。   

49s系のResmethrinに対する感受性は淘汰1［司で，  

LD－50値は当初の約10倍と著しく増大した。淘汰7［可  

でLD－50値はi．581／Jgと約32倍に達したが，その後の  

13L亘では1．476〃gで鋸著な発達は認められなかった。  

21ilChlorovinyl）－2－dimethyl－11二yCl－  

opanecarboxylate   

3） 実験方法   

実験1．ビレスロイド抵抗性系イエバエのResmethrin  

による淘汰と感受性の変化。   

実験は49s系，都城系および日南系を用い，成虫200～  

400（雌雄1：1）に0．03感のResmethrinアセトン稀釈  

をi頭当り，0．5ul苑を局所施用法により処理し，24時間後の  

生存虫を1文燕司育して得られたFl世代より淘汰を重ねた∩   

淘汰2回までは0〈03髄液であるが，3回から7回は  

0．06裔で，その後は0，125感で行った。   

実験2．テンマーク産49s系のResmethrlm抵抗性の  

表1．感受性および低抗性系統の支配様式  
／－  

交配組合せ   】世 代  支配様式   

DRo（R〕♀× 高槻（S）苔   Flり）  RRxSS   
（R）岩 ×  （S）♀   Fl（二□）  SSxRR   

Rり）望× FlrI）苫   F2り）  RSxRS   

R（□）♀× q（Ⅲ）古   F2（Ⅲ）  RSxRS   

町Ⅰ）♀X   （S）吉   Bl（Ⅰ）  RSxSS   
Fl（い ♀×  （RJ吉  

日（Ⅲ）♀×  （S）苫  

町廿 ♀x  （R）苫  

RS xRR  

RS xSS  

RS xRR  

表2，ビレスロイド低感受性系統に対するResmethrinによる淘汰とLDu50値の変化  

淘汰の回数とLD－50値（ルg／雌）  

供試薬剤   開始時  P【1  P－3畑 P－5曇≠※   P－7  p－10  P叫13   

Phthalthrin 

日南系  5．6  10．2  12．0   
49s系  0．397  ‖   14．8  
都城系  6．4  ユ1．3  

Permthrin  
17．334  15．1 

。．66  u   

8  ∃ 0・199  0．998  0．757JO．830  
】0．79  0．89   0．91   

蓋芸芸系牒 Resmethrin  【  
日南系【0・80  1．09  
49s系≒ 0．049   n  0．346  0．561   1．581  1．119   1．476   

0●66  n           u  0．467  0．59   All。t禁㍉  1．06  1．20  

1．3  

36  

日南系戸 孟孟芸系F ． 鳥   l・476   

※印は0．03％、‡♯は0．06％で淘汰した   

なお，phthalthrln，Permethrlnについても，ほぼ矧以の  

傾向で，淘汰13回の時点における抵抗性比ほphthalthrlnで  

38倍permethrinで26倍，allethrimでは約11倍であった。   

しかし，日南系や都城系では49s系に比較して抵抗性  

の発達は定員著ではなかった。   

実験2の49s系のResmethrin抵抗性の遺伝に関する  
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。Smet。rlmの薬量（〃g／fl  

図1・Resmethrin抵抗件系統（DPL－10系）と感受性系統（高槻系）の交配系統における薬量一致死率回帰直線  

結果は表3および凶1，に整理したごとくである。  に対する薬量一致死率曲線はいずれも感受惟側に直線性を   

交配実験を開始した時点におけるResmethrin抵抗性  示L，Llト50値はほぼ同程度であった。  

DRo系（RR）と感受性の高槻系（SS）の抵抗性比  交配F2世代では表3および図1に示すことく，（Ⅰ），  

は約70倍であった。  （n）様式ともに直線性を示さず，（Ⅰ）様式では致死率60喀付 一ヽ   

正逆交配Fl世代のFl（Ⅰ），Fl（tI）のResmethrlm 近に，（Ⅱ）様式では致死率75射寸近に各々プラトーを作ったっ  

表3．ビレスロイド抵抗性系統と高槻系イエバエの交配実験によるLD50値の変動  

Resmethein  
供試系統  交配様式  

LD－50（〟g／雌）  

DP10系（RR）雌  
高槻系（S S）雌  

交配Fl（RS）  

雌 ×雄（R S）  

交配F2  

雌×雄  

戻し交配B】  

雌×雄  

1．119＊  

0．017  

0．056  

0．046  

致死率60％附近にプラトー  

致死率75％附近にプラトー  

0．024  

致死率50％附近にプラトー  
0．026  

致死率50％附近にプラトー  

R R x S S（Ⅰ）  

S S xRR（□）  

R S（Ⅰ）× R S（Ⅰ）  

RSⅧ‖× R S（Ⅲ）  

R S（Ⅰ）× S S  

R S（Ⅰ）× RR  
R S（皿）× S S  

R S（Ⅱ）× R R  

備考：DP－10系は49s系をResmethrinで淘汰した系統  
♯高槻系に対する抵抗性比で65．8浩  
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イエバエのmalathion抵抗性が優性あるいは不完全優  

性遺伝するのに対し，この遺伝様式は興味ぶかく，本邦  

産イエバエがビレスロイドに抵抗性の発達しにくいこと  

と関係するものと推定される誉   

実験3の各系統間の発育速度に関する結果は表4に整  

理したどとくである。   

薬剤感受性の異る各系続問に，発育速度に関するかぎ  

り、特徴的な差異は認められないが．49系とDP6系に  

また・戻し交配Bl世代では（Ⅰ）（Ⅱ）様式とも・感受性  

（SS）雄の交配でほほぼ感受性側に直線性を示し，抵  

抗性（RR）雄との交配では双方とも致死率50感付近に  

プラトーを作った。   

以上のことから，49s系におけるResmeshrin抵抗性  

の主要因子は薬量一致死率曲線がFl世代で感受性側に  

直線性を示したこと．抵抗性（RR）雄との戻し交配Bl  

世代が致死率50感付近でプラトーを示したことなどから，  

不完全劣性遺伝をとるものと判断される。  

表4．薬剤感受性に異なる数系統問の発育所要日数  

供試系統  
卵 一 婦   嫡 一 成虫   卵 一成虫  

DP－6系菓   6．22 ± 0．57  5．63 ± 0．47   11．85   72．3   
49s系   6．17± 0．43  5．90 ± 0．45   12．07   78．5   
405b系   6．23 ± 0．42  5．62 ± 0．74   11．85   86．8   
日南系   7．47± 0．87  4．84± 0．72   12．31   86．5   
高槻系   6．21± 0．37  5．56 ± 0．51   11．77   90．3   
新竹系   8．47 ± 0．71  4．89± 0．62   13．36   86．4   
広川系   6．45± 0．54  5．96± 0．55   12．41   87．6   
八千代系   6．46 ± 0．48  5．94± 0．52   12．40   86．2   
カイロ系   6．35± 0．47  5．96± 0．65   12．31   87．3   

懲印は49s系淘汰した系統．  

ついて若干，羽化率の劣る傾向が観察された。   

ビレスロイド抵抗性の作用機構については，モモアカ  

アブラムシを用いた実験で，抵抗系統は高いエステラー  

ゼ活性を示すことなどから，解毒分解が主要なメカニズ  

ムとされている。   

以上の実験から，本邦産ビレスロイド抵抗性イエバエ  

とデンマーク産の49s系では抵抗性のメカニズムに若干  

の相違がうかがえる。   

なお，49s系のビレスロイド抵抗性因子は不完全劣性遺伝  

をとり，抵抗性は生理的なものであることが明かになった。  

111要約  

ビレスロイド低感受性のイエバエを用い，Resmethrinに  

よる淘汰を行った結果，デンマLク産の49s系はResmethin  

に対し，急速に抵抗性の発達が認められた。同様に  

Phthalthrin，Permethrinおよびallethrinについても  

著しく抵抗性が発達した。   

しかし，都城系や日南系では当初からの感受性が低い  

ためか，顕著な発達は認められなかった。   

49s系イエバエのResmethrin抵抗性の遺伝は，その  

遺伝因子は不完全劣性遺伝をとることが明かになった。  
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